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 （１）技能 次の運動を楽しく行い、その動きができるようにする。 

イ マットを使った運動遊びでは、いろいろな方向へ転がり、手で支えての体の保持や回転を

すること。 

 （２）態度 運動に進んで取り組み、きまりを守り仲よく運動したり、場の安全に気を付けたりするこ

とができるようにする。 

     ア 固定施設・マット・鉄棒・跳び箱を使った運動遊びに進んで取り組みこと。 

     イ 運動の順番やきまりを守り、友達と仲よく運動すること。 

     ウ 器械・器具の準備や片付けを、友達と一緒にすること。 

     エ 器械・器具の使い方や置き方などの場の安全に気を付けること。 

 （３）思考・判断 器械・器具を用いた簡単な遊び方を工夫できるようにする。 

     ア いろいろな固定施設や器械・器具を使った運動遊びの行い方を知り、楽しく遊ぶことがで

きる場や遊び方を選ぶこと。 

     イ 器械・器具を使っての運動遊びの動き方を知り、友達のよい動きを見付けること。 

 

（１） 簡単なきまりや活動を工夫して各種の運動を楽しくできるようにするとともに、その基本的な動き

を身に付け、体力を養う。 

（２） 誰とでも仲良くし、健康・安全に留意して意欲的に運動する態度を育てる。 

 第１学年 体育科学習指導案 
日 時 ：平成２６年１０月１０日（金）６校時 

児 童 ：１年１組 男１２名 女１１名 計２３名 

                       指導者 ：岩間 冨佐子 

 

【研究主題】ふるさとの復興を担う「人づくり」の展開 ～「自分から」かかわり、学びを深める児童の育成～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 単元名  「ころりんすいっちであそぼう！」 

B 器械・器具を使っての運動遊び  イ マットを使った運動遊び 

２ 単元の構想 

 (1) 学習指導要領に示されている指導目標及び内容 

  ○目 標 

 

 

 

 

 

 

  ○内 容 

    

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○学習の系統（マットを使った運動遊び） 

 

 

 

 

 

 東日本大震災から３年、私たちの住む宮古市でも公私ともに復興に向けた取り組みが進んでいる。震災

当時児童は３歳、自宅が全壊・半壊し避難所で過ごした児童もいるが、避難所生活は長くない。児童のお

多くは、震災の記憶が断片的たったりあいまいだったりと、当時のことを辛い体験として明確に覚えてい

ない。また、震災前の宮古の町を覚えている児童も多くない。言わば、「震災を知らない」世代が始まって

いる。私たちは、震災を伝え、災害時に被害を最小限にする取り組みをしていかなくてはならない。 

児童がこれから成長していく過程には、自然震災やそれ以外にもさまざまな困難なことがあるであろう。

そうした困難に負けず、これからの社会を担う「人づくり」のためには、健康な心と体を作り、人と関わ

ることができる生きる力が大切であると考える。 

本単元の「ころりんすいっちであそぼう！（マット運動遊び）」で取り上げる運動は、「できた」時の喜

びを感じられる運動である。「できた」喜びは次の運動や活動への意欲につながり、喜びを友達と共有する

ことでよりよい集団を作っていけると考える。活動を通して、いろいろなことに自分から意欲的に取り組

める子ども、友達と励まし合いながらあきらめずに取り組もうとする子どもを育てていきたい。 

 

 

第１学年及び第２学年の目標 

 Ｂ 器械・器具を使っての運動遊び 

 体つくり運動 

第 1・２学年 

Ｂ 器械・器具を使っての運動遊び 

イ マットを使った運動遊び 
   マットに背中や腹などをつ

けていろいろな方向へ転がっ

て遊んだり、手や背中で支持し

ての逆立ちなどをして遊んだ

りする。 

 

第３・４学年 

Ｂ 器械運動 

ア マット運動 
  基本的な回転技や倒

立技に取り組み、それ

ぞれについて自己の能

力に適した技ができる

ようにする。 

第５・６学年 

Ｂ 器械運動 

ア マット運動 
  基本的な回転技や倒立技に取り組み、それ

ぞれについて自己の能力に適した技が安定し

てできるようにするとともに、その発展技を

できるようにする。また、できるようになっ

た技を繰り返したり組み合わせたりすること

ができるようにする。 

 



- 2 - 

 

 

 (2) 単元構想図 

  

◎本校の復興に向かう合言葉＝「自分から」 
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【児童の実態】 
○ 運動能力の差を意識せず、みんな意欲的に運 

動に取り組む。 

○ 明るく素直で、向上しようとする気持ちをも 

  っている。 

● 友達とのトラブルは少ないが、友達とかかわ 

るよりも、自分の好きなことを一人で楽しん 

でいる児童がいる。 

・ 指導前、前転がりで起き上がれる児童は１３

名、後ろ転がりで起き上がれる児童は３名で

ある。 

 

【単元について】 
 器械・器具を使った運動は、子どもたちが苦手意

識をもちやすい領域である。そこで、動物の動きを

まねさせたり、場を工夫したりして、楽しい遊びの

中で、基礎感覚や基本的な動きを身に付け、体力の

向上を図る。 

 「口伴奏」や用具の準備・片づけなど友達と活動

することにより、励まし合ったり助け合ったりして

友達と関わることで、さらに楽しく運動できるよう

にしたい。 

  

☆意欲づくりのための手立て・２ 

準備運動の工夫 

「宮小エクササイズ」で、小学校卒業

までにできるようになってほしい基

本的な動きに繰り返し取り組ませる。 

☆意欲づくりのための手立て・４ 

友達と関らせるための工夫 

 友達と運動する楽しさを味わわせ

るため、チームで運動・準備できるよ

うに方法を工夫する。 

 運動していない児童が「口伴奏」で

参加することで、友達の動きを見たり

一体感をもったりできるようにする。 

☆意欲づくりのための手立て・３ 

わかる・できるための工夫 

動きのポイントを理解して、できる

ようにするため、「口伴奏」や「擬音

での表現」を取り入れる。 

☆意欲づくりのための手立て・１ 

単元構成の工夫 

 児童の意欲と目的意識を高めるた

めに、「ころりんすいっちであそぼ

う！」というストーリー性をもたせた

単元構成にする。 

 

復興教育とのかかわり１ 

 

◇１「生きる」 

 震災津波の経験を踏まえ

た生命の大切さ・心のあり

方・心身の健康 

⑦【体の健康】 

  

 

 

 

 

復興教育とのかかわり２ 

 

◇２「かかわる」 

 震災津波の経験を踏ま

えた人との絆の大切さ・

地域づくり・社会参画 

⑨【仲間や地域の人々と

のつながり】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

復興教育とのかかわり３ 

 

◇３「そなえる」 

 震災津波の経験を踏まえ

た自然災害の理解・防災や安

全 

○21【身を守り、生き抜くた

めの技能】 

  

 

 

 

 

≪本単元で目指す子どもの姿≫ 

【意欲づくり】 

きまりや約束を守り、友達と運動を楽しむことができる子 
 

◎友達と協力したり

励まし合ったりし

ながら、仲よく生活

する。 

◎意欲的に運動に取

組み、体力と気力の

向上に努め、明るい

気持ちで生活する。 

◎お互いに気持ちよ

く生活するために

必要なきまりやマ

ナ－を守る。 
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(3) 単元の目標 

  ① 関心・意欲・態度：運動や用具の準備・片づけに進んで取り組み、運動の順番やきまり守って仲良く運動した 

り、場の安全に気を付けたりすることができる。 

  ② 思考・判断：マットを使っての運動遊びの動き方を知り、友達のよい動きを見付け、チームの演技を楽

しむことができる。 

③ 技   能：いろいろな方向への転がりや、手で支えての体の保持や回転ができる。 

 

３ 指導と評価の計画 

時

間 
主な学習活動 体育科のねらい 

評価規準（評価方法） 復興教育の 

ねらい 関心・意欲・態度 思考・判断 技能 

１ 

 

オリエンテ－ション 

・「ころりんすいっち

であそぼう！」の学

習の内容 

・チーム分け・並び方 

 

 

○マットを使っ

た運動遊びに

ついて知り、

活動への意欲

をもつことが

できる。 

 

 

◎マットを使った

運動遊びに進ん

で取り組もうと

している。 

(観察) 

  

 

◎意欲的に運動

に取組み、体

力と気力の向

上に努め、明

るい気持ちで

生活する。 

１【生きる】 

 ⑦【体の健康】 

 

○友達と協力し

たり励ましあ

ったりしなが

ら、仲よく生

活する 

２【関わる】 

⑨【仲間や地

域の人々の

つながり】 

 

○お互いが気持

ち よ く 生 活 

するために必

要なきまりや

マナ－を守る 

３【備える】 

㉑【身を守り、

生き抜くた

めの技能】 

 

 

 

 

 

２
・
３
・
４
・
５
・
６ 

 

じゃんけんすごろく 

 ・くま歩き 

 ・うさぎ跳び 

 ・あざらし歩き 

 ・くも歩き 

 ・かえるの足うち 

 

マットを使った運動

遊び 

 ・前転がり 

 ・川跳び 

 ・まるた転がり 

 ・ゆりかご 

 ・後ろ転がり 

 ・にんじゃ転がり 

 

○運動の順番や

きまり守っ

て、仲良く運

動することが

できる。 

○いろいろな方

向への転が

り、手で支え

ての体の保持

や回転ができ

る。 

 

○用具の準備・

片づけを進ん

で行うことが

できる。 

 

 

◎運動の順番やき

まりを守って、仲

良く運動してい

る。  （観察） 

 

 

 
◎うさぎ跳び・かえ

るの足うちのポ

イントを見付け

ている。(記述) 

 

 

 
 

◎うさぎ跳び・かえ

るの足うちがで

きる（観察） 

◎前転がり・川跳び

のポイントを見

付けている。  

（記述) 

 

 ◎前転がり・川跳び

ができる。（観察） 

◎用具の準備・片づ

けを進んで行っ

ている。 (観察） 

 

◎後ろ転がりのポ

イントを見付け

ている。(記述) 

 

 

７
（
本
時
）・
８ 

 

ころりんすいっちで

あそぼう 

 

・チームでつなげよ    

 う 

 

 

○チームの演技

を話し合い、

協力した運動

を楽しむこと

ができる。 

 

 

◎チームで励まし

合い、仲良く運動

している。 

 (観察・記述) 

 

 

 

◎チームの演技を

話し合って考え

ることができる。 

（観察） 

 

 

・一人でやってみよう 

 

○いろいろな方

向への転がり

や、手で支え

ての体の保持

や回転ができ

る。 

  

◎友達のよい動き

を見つけること

ができる。 

   （発言・記述) 

 

◎いろいろな方向

への転がりや、手

で支えての体の

保持や回転がで

きる。 （観察） 
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４ 本時の学習について 

(1) 目 標 

  ○チームの演技を話し合い、協力した運動を楽しむことができる。 

 

 (2) 評価規準 

 

 

 

 

 

 

 (3) 体育科の視点、復興教育からの視点からの手立て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）展開 

段

階 
学習活動 ○教師の支援 

◎評価 

◇目指す児童の具体的な姿 

 

 

 

つ

か

む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

分 

 

 

１ 整列・あいさつ 

 

 

 

 

 

２ 準備運動 

・宮小エクササイズ 

 

 

３ 本時の学習の確認 

  ・めあて 

 

 

・今日の活動の確認 

① じゃんけんすごろく 

② マットを使った運動

遊び 

③ ころりんすいっち 

 

 

 

○素早い整列と元気なあいさつを行

い、学習の望ましい態度を身に付け

させる。 

○整列は、教師の位置を基準に並べる

ようにする。 

 

○エクササイズで、体と心の準備を促

す。 

 

 

 

 

 

 

○動き方のポイントを意識することが

上手な動きにつながることを話す。 

○①や②をしっかりと行うことが、③

の成功につながることを意識させ

る。 

○賞賛したり励ましたりなどの声がけ

を推奨する。 

 

 

◇素早く行動し、気持ちのよい

あいさつしている。 

 

 

 

 

◇ポイントに気を付けながら、

運動しようとしている。 

 

 

 

◇本時の活動内容を理解し、活

動に意欲をもっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふ

か

め

る 

 

33 

分 

 

４ じゃんけんすごろく  

   ・くま歩き 

   ・くも歩き 

   ・あざらし歩き 

   ・うさぎ跳び 

   ・かえるの足うち 

 

 

 

○自分から、友達に関わることができ

るように助言する。 

 

 

 

 

 

 

 

◇これまでに確認した動きの

ポイントを意識して運動し

ている。 

 

 

 

 

 

Ｂ おおむね満足 

 ・話し合いに参加し、チームの演技が成

功するように技の担当を考えている。 

努力を要する児童の支援 

 ・話し合いの中で、自分のできる技を

伝え、チーム演技に協力しようとす

る気持ちをもつよう支援する。 

 

思考・判断 

＜体育科の視点から＞ 

  ア １単位時間の運動量を確保する。 

  イ 口伴奏や擬音に合わせて運動することによって、動き方が理解できるようにする。 

ウ 友達と協力して運動する楽しさを味わうことができる場を工夫する。 

＜復興教育【意欲づくり】の視点から＞ 

  ア 意欲的に運動に取り組めるように、チームで協力する演技を考えさせる。  ⑦【体の健康】 

  イ 友達を応援する言葉かけを考えさせたり、称賛したりする友好的なかかわりを推奨する。 

⑨【仲間や地域の人々とのつながり】 

 

チームのころりんすいっちをせいこうさせよう！ 
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 （５）板書計画  

 

ころりんすいっちであそぼう！ 

  

  
まえ  →かわとび →まるた →ゆりかご→うしろ →にんじゃ 

ころがり        ころがり        ころがり  ころがり 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 用具の準備【助け合い】 

 

 

６ マットを使った運動遊び 

  ・前転がり 

  ・川跳び 

  ・まるた転がり 

 ・ゆりかご 

  ・後ろ転がり 

  ・にんじゃ転がり 

 

７ ころりんすいっち 

  ・チーム演技の技の担当を

話し合う 

  ・練習 

  ・チーム演技【助け合い】 

 

 

 

 

８ 用具の片づけ【助け合い】 

 

○全員で協力して素早く準備するよう

に声をかける。 

 

○運動していない児童が声をそろえて

口伴奏を行うことで、一体感をもっ

た学習にする。 

 

 

 

 

 

 

○前時に試した順番を振り返り、話し

合わせる。 

○話し合いに参加していない児童に

は、自分ができる演技を伝えるよう

に支援する。 

 

○チームで連帯感がもてるように、タ

ッチで演技をつなげさせる。 

 

○安全に素早く協力して、片付けがで

きるように声をかける。 

 

 

◇安全で素早い準備ができる

よう協力し合っている。 

 

◇これまでに確認した動きの

ポイントを意識して運動し

ている。 

◇待っている児童は、口伴奏を

しながら、友達の演技を支援

している。 

 

 

 

◎チームの話し合いに参加し、

演技の順番を考えている。 

 

 

 

 

◇チームの演技を楽しんでい

る。 

 

◇安全に気をつけて、協力して

素早く片付けをしている。 

 

 

ま

と

め

る 

５

分 

 

９ 振り返り・あいさつ 

  ・発表 

 

 

 

 

 

○振り返りの視点を示す。 

 ・チームのみんなで協力的な演技を

するための話し合いができたか。 

 ・友達のよかったところはどこか。 

 

 

◇学習を振り返り、チームの運

動を楽しんだ感想をもって

いる。 

 がくしゅうけいかく 

１  オリエンテーション 

2・3 うさぎとび 

   かえるのあしうち 

4・5 まえころがり 

   かわとび 

６  うしろころがり 

７  ころりんすいっち 

   ＜チーム＞ 

８  ころりんすいっち 

   ＜ひとり＞ 

めあて 

チームのころりんすいっちを 

せいこうさせよう！ 

げんきになることば 
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（６）場づくり 

 

 

 

  

 

 

   

ス
テ
ー
ジ 

くま歩き 

うさぎ跳び 

く
も
歩
き 

あ
ざ
ら
し
歩
き 

かえるの

足うち 

マット 


